紙片の宇宙　　めくるめく、「絵画」と「書物」の出逢い―
シャガール、マティス、ミロ、ダリの挿絵本
ポーラ美術館（箱根・千石原）　2014.09.21〜2015.03.29
　19世紀末〜20世紀中頃に活躍した「シャガール」「マティス」「ミロ」「ダリ」らの画家たちは、様々な版画の技法を活かして物語、誌、言葉の断片と響きあうように、無数の紙片により広がる“イメージの宇宙”を生み出している。
当時の画伯たちが抱いた夢は、“より身近に絵画と向き合える作品を作ること”で、手に触れて数多くの絵画を自由に広げて鑑賞することができる、「コンパクトな形の絵本である挿絵画」を制作することであった。
　本展では、「ポーラ美術館」の収集品の中から挿絵本の黄金期にきらめく代表作をひもとき、初公開の挿絵を含む「約50点」の挿絵本と関連する絵画作品を紹介し、「めくるめく、絵画と書物の出逢いを鑑賞しよう」という企画である。
　展覧会の構成は、「本を読む」「挿絵を描く」「物語を彩る」「光を与える」「古典を旅する」「空間を開く」「宇宙を紡ぐ」「世界を創る」の８章からなっている。
　ミロ《あらゆる試みに（ポール・エリュアール著より》（木版・紙　写真左）
　シャガール《牧場の春》『ダフニスとクロエ』　（リトグラフ・紙　写真右）
　画伯の制作した最も重要なグラフィックで、現代挿絵絵本の最大傑作である。「ダニフスとクロエ」の原作は、２〜３世紀に詩人「ロンゴス」によって書かれた恋愛物語で、「ラベル」作曲のバレエ音楽として親しまれている。
その物語は、エーゲ海の小さな島の自然を背景にして、森の中で羊に育てられた「ダフニス」と洞窟の中で羊に育てられた「クロエ」の二人の捨て子が、恋に落ちて結婚するという牧歌的で地中海的な明朗な「おとぎ話」である。
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